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「
フ
レ
ン
チ
・キ
ス
」

旅
に
は
素
敵
な
恋
が
あ
る

パ
ソ
は
恋
の
女
神
が
住
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
』
で
、
酒

場
を
営
む
リ
ッ
ク

（
ハ
ン
フ
リ
ー

・
ボ

ガ
ー
ド
）
が
偶
然
再
会
し
た
、
今
は
人

妻
と
な
っ
た
か
つ
て
の
恋
人
イ
ル
ザ
（イ

ン
グ
リ
ッ
ト

・
バ
ー
グ

マ
ン
）
と
、
恋

に
落
ち
た
の
は
パ
ソ
だ

っ
た
。
彼
女
が

酒
場
で
黒
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
サ
ム
に
リ

ク
エ
ス
ト
し
た
の
は
思
い
で
の
曲

『
＞
∽

日
一日
Ｏ
Φ
８
∽
∞
響
。
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

と
と
も
に
、
思
い
出
の
パ
ソ
が
蘇
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
画
家
に
な
る
こ
と
を
夢

み
て
住
み
つ
き
、
香
水
店
の
若
い
女
性

（
レ
ス
リ
ー
。キ
ャ
ロ
ン
）
に
恋
を
し
た

の
は
、
『
巴
里
の
ア
メ
リ
カ
人
』
の
、
ジ

ユ
リ
ー

（ジ
ー
ン
・
ケ
リ
ー
）
だ

っ
た
。

『
パ
リ
の
恋
人
』
で
は
、
パ
リ
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
デ
ィ

ッ
ク

（
フ
レ
ッ
ド

・
ア
ス
テ
ィ
ア
）
に

見
出
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
女
の
子

ジ

ョ
ー

（オ
ー
ド
リ

。
ヘ
プ
バ
ー
ン
）

は
、
パ
リ
で
の
ロ
ケ
の
中
で
、
デ
ィ
ッ

ク
に
恋
を
う
ち
あ
け
ら
れ
、
や
が
て
二

人
は
愛
し
あ
う
よ
う
に
な

っ
た
。

い
つ
も
、
パ
リ
は
景
観
の
魅
惑
と
同

じ
よ
う
に
恋
の
魅
惑
に
満
ち
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。

い
や
い
や
な
が
ら
パ
リ
に
行
き
、
新

し
い
出
会
い
と
恋
を
見
つ
け
て
し
ま
っ

た
の
は
、
『
フ
レ
ン
チ
。キ
ス
』
の
ケ
イ

ト

（メ
グ

・
ラ
イ
ア
ン
）
で
あ
る
。

彼
女
は
婚
約
し
て
い
た
。
あ
る
と
き

彼
チ
ャ
ー
リ
ー

（テ
ィ
モ
シ
ー

・
ハ
ッ

ト
ン
）
が
カ
ナ
ダ
か
ら
パ
ソ
に
出
張
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
ケ
イ
ト
は

飛
行
機
恐
怖
症
で
、
ど
う
し
て
も
飛
行

機
が
怖
い
。
結
局
、
彼
は

一
人
で
出
張

に
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

パ
リ
の
彼
か
ら
、
ケ
イ
ト
に
電
話
が

か
か
る
。

「宿
命
の
女
神
が
現
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン

ス
の
ビ
ー
ナ
ス
を
手
に
入
れ
た
。
恋
を

し
た
ん
だ
。
映
画
み
た
い
な
ロ
マ
ン
ス

だ
。
つ
ま
り
、
愛
だ
。
許
し
て
く
れ
」

チ
ャ
ー
リ
ー
は
、
本
当
に
ま
る
で
映

画
の
よ
う
に
、
パ
リ
で
熱
烈
な
恋
に
落

ち
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
ケ
イ
ト
は
、
彼
を
取
り
戻

す
た
め
に
カ
ナ
ダ
か
ら
パ
ソ
ヘ
と
必
死

の
思
い
で
飛
行
機
に
乗
り
旅
立
っ
た
。

彼
が
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
に
辿
り
着
き
、

た
ま
た
ま
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、

あ
ろ
う
こ
と
か
、
彼

が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
、

パ
リ
の
恋
人
と
熱
烈

に
キ
ス
を
す
る
光
景

だ

っ
た
の
だ
。
ケ
イ

ト
は
失
神
し
て
し
ま

っ
た
。
彼
女
が
倒
れ

た
隙
に
、
彼
女
の
持

ち
物
が
、
す
べ
て
な

に
も
の
か
に
持
ち
去

ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

そ
ん
な
と
き
に
や

っ
て
き
た
の
が
リ
ュ

ツ
ク

（ケ
ビ
ン

・
ク

ラ
イ
ン
）
だ
。
彼
は

飛
行
機
で

一
緒
だ

っ

た
男
で
あ
る
。
実
は

彼
は
彼
女
の
鞄
に
、
税
関
逃
れ
の
た
め

に
葡
萄
の
苗
に
高
価
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

巻
き
付
け
て
、
忍
ば
せ
て
お
い
た
の
で

あ
る
。
リ
ュ
ッ
ク
は
彼
女
に
同
情
を
装
い
、

彼
女
を
連
れ
て
鞄
を
取
り
戻
し
に
出
掛

け
る
。
ホ
テ
ル
に
徘
徊
し
て
い
た
男
を

見
つ
け
だ
し
、
鞄
も
葡
萄
の
苗
も
取
り

一戻
せ
た
。
二
人
は
別
れ
た
。
だ
が
、
葡

萄
の
苗
に
は
、
あ
る
は
ず
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
は
な
い
。
驚
い
た
リ
ュ
ッ
ク
は
再
び

ケ
イ
ト
を
追
う
こ
と
に
な
る
。　
一
方
、

ケ
イ
ト
は
チ
ャ
ー
リ
ー
を
追
っ
て
、
二

人
の
向
か
っ
た
カ
ン
ヌ
ヘ
と
旅
に
出
る
。

こ
う
し
て
リ
ュ
ッ
ク
と
ヶ
イ
ト
の
珍

道
中
が
始
ま
っ
た
。
リ
ョ
ン
駅
か
ら
夜

行
列
車
に
ゆ
ら
れ
て
、
美
し
い
プ
ロ
バ

ン
ス
の
風
景
を
祝
な
が
ら
、　
一
路
カ
ン

ィライタ静れ■
あ●う
'■
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ヌ
ヘ
。
と
こ
ろ
が
、
ケ
イ
ト
は
、
朝
食

に
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
と
チ
ー
ズ
を
食
べ
過

ぎ
て
、
具
合
が
悪
く
な
る
。
降
り
立

っ

た
の
は
、
美
し
い
葡
萄
畑
の
広
が
る
リ

ュ
ッ
ク
の
故
郷
だ
。

こ
こ
で
ケ
イ
ト
は
リ
ュ
ッ
ク
に
、
彼

の
こ
と
と
ワ
イ
ン
の
こ
と
を
知
る
こ
と

に
な
る
。
彼
が
導
い
て
く
れ
た
小
屋
の

隅
に
あ

っ
た
の
は
、
彼
が
学
校
時
代
に

造

っ
た
香
り
の
箱
。
リ

ュ
ッ
ク
は
ケ
イ

ト
に
ま
ず
ワ
イ
ン
を
飲
ま
せ
、
ワ
イ
ン

の
感
想
を
具
体
的
に
述
べ
さ
せ
る
。
そ

れ
か
ら
箱
に
あ
る
香
り
の
瓶
を
嗅
が
せ

る
の
だ
。

ロ
ー
ズ

マ
リ
ー
、　
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
、
ミ
ン
ト
、
ス
グ
リ
、
ラ
ベ
ン

ダ

そ
う
し
て
も
う

一
度
ワ
イ

ン
を
飲
む
と
、
ワ
イ
ン
の
放
つ
香
り
の

種
類
が
、
ス
グ
リ
と
微
か
に
ラ
ベ
ン
ダ

ー
が
混

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
の
で
あ
る
。

リ
ュ
ッ
ク
は
語
る
。

「
ワ
イ
ン
は
人
間
と
同
じ
で
土
地
に
左

右
さ
れ
る
」

ケ
イ
ト
は
初
め
て
彼
に
好
意
を
抱
き
、

彼
の
頼
に
キ
ス
を
し
た
。

再
び
旅
は
始
ま
り
、
カ
ン
ヌ
ヘ
と
向

か
っ
た
。
ケ
イ
ト
は
リ

ュ
ッ
ク
か
ら
チ

ャ
ー
リ
ー
に
冷
静
に
対
処
す
る
指
南
を

受
け
る
の
だ

っ
た
が
、
や
が
て
彼
女
は

元
の
恋
人
に
決
別
し
、
新
た
な
リ

ュ
ッ

ク
ヘ
の
恋
と
魔
法
は
変
わ
っ
た
。

か
つ
て
の
婚
約
者
を
卒
業
し
た
ケ
イ

ト
は
、
一
人
カ
ナ
ダ
に
一戻
る
こ
と
に
し
、

飛
行
機
に
乗

っ
た
。
そ
こ
ヘ
リ

ュ
ッ
ク

が
や
っ
て
き
た
。

「俺
の
夢
は
ワ
イ
ン
畑
の
上
に
あ
る
」

「で
も
私
の
夢
は
…
」

「な
ん
だ
い
」

「あ
な
た
よ
」

「も
う
飛
行
機
に
乗
ら
な
く
て
い
い
。

俺
が
君
に
求
め
る
の
は
、
君
自
身
」

二
人
は
葡
萄
畑
に
立
っ
た
。
そ
こ
に

歌
が
流
れ
る
。

♪
目
を
開
じ
抱
き
じ
め
れ
ば
、
た
ち
ま

ち
魔
法
が
か
か
る
溜
息
の
出
る
キ
ス
♪

司
フ
レ
ン
チ

。
キ
ス
」
　

「
お
Ｒ
ゴ
蚕
３
　
一８
埋
十

監
督
＝
回
―
レ
ン
ス
・
カ
ス
ダ
ン

出
演
＝
メ
グ
■
フ
イ
ア
ン
、
ケ
ビ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
、

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ハ
ツ
ト
ン
、
ス
ー
ザ
ン
・
ア

ン
ビ

ー
、

ジ

ヤ

ン

・
レ

ノ
、

フ
ラ

ン

ソ

ワ

・

ク

ル
ゼ

Ⅲ
分
　
１
６
４
８
０
円

（レ
ン
タ
ル
中
）

Ｃ

ｌ

Ｃ

・
ビ

ク

タ

ー

O   S
現実はなかなかうまくいかないけれど、映画では旅先に
いつも素敵な恋が待っている。ハリウッド映画ではなん
といってもパリとイタリアが、ロマンティックな恋の都
の代表。これらの都市を舞台にした作品をご紹介します。
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画家を目才旨してパリヘとやってきた青年ジュリー。

彼はあるとき香水の店で働くパリジェンヌと知り

合い、恋に落ちる。今年、惜しくも亡くなったジ

ーン・ケリーの代表作のひとつで、彼の華麗なダ

ンスが楽しめる一作。ジョージ・ガーシュウィン

の同名の曲を映像化したアカデミー賞受賞作。

愛の泉 ル″θ cο″s加 ′力θ乃夕″′α加

ローマで働く3人のアメリカ娘。素敵な恋を夢見
て、トレビの泉に願いをかける彼女たち。やがて、

3人の前にそれぞれ魅力的な男性が現れて…。歴

史と文化の街、日―マの美しさが,S、んだんに盛り

込まれた、夢いっぱいのラブ・ロマンス。原題と

同名の曲もフォー・エイセスの歌で大ヒットした。

1 愛 の泉  |

脚雌‖躙軸PI

パリの恋人 Fz/″り乃
`θ

ニューヨークの本屋で働くジョーは、地味な女の

子。ところがある日、ファッション・カメラマン

の目に留まり、パリの一流モデルヘと大変身。い

つしか二人は愛し合うようになる。主役のオード

リーが女らしく変わっていく過程と、彼女が身に

つける華麗なファッションの数々も見もの。

旅情 sν
““
θ″物θ

適齢期を過ぎ、孤独を感じる女性が、休暇で一人
ベネチアを訪れる。そんな彼女にベネチアン・グ

ラスの店を経営する男が声をかけ、二人は束の間

の恋に胸を焦がす。しかし男には妻子があり、そ

れはしょせん旅先の恋だった。監督は『アラビア

のロレンス』などで知られる名匠D。 リーン。

※価格はいずれも税込。
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